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●第１１回ふるさと・いきいき村づくり 
　　　　　　全国サミット西会津町大会………Ｐ2～3 
●町の家計簿 
　　平成１７年度決算……………………………Ｐ4～6 
●町の人事行政運営等の状況……………………Ｐ7～9

　１０月１９日、第２７回老人・障がい者合同スポーツ 
大会が開催されました。 
　今年は大雨の影響で７月の開催が延期され、初めての 
秋の開催となりましたが、各地区から５６５名の方が参 
加し、盛大な大会となりました。 
　秋晴れの中、銭太鼓や太極拳のアトラクションの後、 
「あわてないで」、「ファッションショー」などの趣向 
を凝らした競技が行われ、参加者がハッスルプレーを出 
すたびに、会場は歓声と拍手に包まれていました。 

▲うまく着れたかな？（ファッションショー） 

好プレー・珍プレー続出！ 好プレー・珍プレー続出！ 
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事 例 発 表  

町食生活改善推進員代表 
石本　澄子さん 

▲大賑わいのミネラル野菜などの物産販売 

　私たちは、自分たちのふるさとに誇りと責任を持ち、 

それぞれの立場でまちづくりに参加していきます。 
 
　・農業に取り組む仲間を増やし、みんなで学び競い 
　　合い農林振興の原動力になります 
　・地元商店街の賑わいを戻すため、知恵を出し合い 
　　新たな試みに挑戦します 
　・ミネラル栽培は私たちの生きがいです。おいしい 
　　野菜や米で健康なまちづくりに参加していきます 
　・みんなで温かい心で結ばれ楽しく暮らせる、住み 
　　よい町をみんなで守ります 
　・自分の健康・家族の健康が幸せの基本です。健康 
　　づくりや子育て支援に積極的に参加・協力して、 
　　心豊かなまちづくりをめざします 
　・私たちは、みんなで築いた素晴らしいふるさとを 
　　引き継ぐため、身体を鍛え、知識を広め多くのこ 
　　とにチャレンジしていきます 
 
　私たちは本大会を通じ、住民一人ひとりがまちづく 

りの主役であることを自覚し、みんなで手を取り合っ 

て、美しい自然を守り、心身ともに健康で豊かに暮ら 

せるまちづくりをめざすことを宣言します。 

第11回ふるさと・いきいき 
　村づくり全国サミット 

                  　
そ
こ
で
本
町
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
が
 

中
心
に
な
り
、
各
地
区
で
の
栄
養
料
理
教
室
や
 

文
化
と
産
業
祭
で
の
食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
、
 

働
き
盛
り
検
診
で
の
栄
養
教
室
な
ど
を
開
催
し
、
 

減
塩
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
栄
養
教
室
で
は
、
味
覚
の
 

基
礎
が
形
成
さ
れ
る
時
期
に
、
薄
味
に
慣
れ
て
 

も
ら
う
た
め
に
離
乳
食
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
健
康
カ
レ
 

ン
ダ
ー
で
の
健
康
料
理
の
普
及
活
動
も
行
っ
て
 

い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
本
町
の
塩
分
摂
取
 

量
は
、
確
実
に
低
下
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
食
生
活
の
重
要
性
な
ど
食
育
に
関
 

す
る
指
導
を
中
心
に
、
保
健
指
導
員
、
健
康
運
 

動
推
進
員
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
生
 

活
改
善
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
開
催
に
あ
た
り
、
山
口
町
長
か
ら
「
本
サ
ミ
 

ッ
ト
を
契
機
に
、
同
じ
課
題
を
持
つ
参
加
市
町

村
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
『
い
き
い
き
と
し

た
村
づ
く
り
』
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
本
町
と
北
海
道
鹿
追
町
か
ら
健
康
 

づ
く
り
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
社
団
法
人
日
本
酪
農
協
会
会
長
本
 

田
浩
次
氏
と
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
局
長
 

中
村
秀
一
氏
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
閉
会
に
あ
た
り
、
各
世
代
の
町
民
の
方
々
よ
 

り
「
大
会
宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
い
き
い
 

き
と
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
決
意
を
 

あ
ら
た
に
す
る
と
と
も
に
、
来
場
者
一
同
で
健

康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
 

            　
本
町
で
は
、
冬
場
の
塩
鮭
、
漬
け
物
と
い
う
 

食
生
活
の
た
め
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
が
課
題
と
 

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
野
菜
の
摂
取
不
足
の
た
め
に
、
そ
の
 

摂
り
す
ぎ
た
塩
分
を
体
外
に
排
出
す
る
た
め
必
 

要
な
カ
リ
ウ
ム
が
摂
取
で
き
な
い
と
い
う
課
題
 

も
あ
り
ま
し
た
。
 

    　
　
月
　
日
、
西
会
津
中
学
校
に
お
い
て
「
第
 

　
回
ふ
る
さ
と
・
い
き
い
き
村
づ
く
り
全
国
サ
 

ミ
ッ
ト
西
会
津
町
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
、
後
 

継
者
不
足
な
ど
同
じ
課
題
を
持
つ
自
治
体
が
手
 

を
と
り
あ
い
、
　
世
紀
の
健
康
で
明
る
い
活
力
 

あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
し
 

て
い
ま
す
。
 

　
大
会
に
は
、
北
海
道
鹿
追
町
や
兵
庫
県
稲
美
 

町
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
各
地
の
市
町
村
関
係
 

者
や
一
般
町
民
の
方
な
ど
約
5
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
 

10
11

21

22

「
百
菜
（
野
菜
１
０
０
ｇ
）
ア
ッ
プ
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ざ
し
た
活
動
」
 

ひ
ゃ
く
さ
い
 

未
来
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 

　
み
ん
な
で
創
る
豊
か
な
ま
ち
 

西会津町大会 

第11回ふるさと・いきいき 
　村づくり全国サミット 
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北海道鹿追町　　　 
健康運動指導士 

　　　島　かおるさん 

厚生労働省 
　社会・援護局 
局長　中村秀一　さん 

社団法人 
　日本酪農乳業協会 
会長　本田浩次　さん 

中
山
間
地
の
活
性
化
は
健
康
な
 

 
住
民
づ
く
り
と
付
加
価
値
農
業
の
推
進
 
 

　
元
気
な
町
の
条
件
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
一
つ
目
は
、地
域
の
条
件
や
特
性
を
生
か
し
、
 

そ
の
条
件
や
特
性
に
こ
だ
わ
っ
て
、
長
期
的
か
 

つ
戦
略
的
な
計
画
や
目
標
を
立
て
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
 

　
二
つ
目
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
し
っ
か
り
 

い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
 

る
人
た
ち
が
き
ち
ん
と
い
る
こ
と
で
す
。
 

　
そ
し
て
最
後
三
つ
目
は
、
町
の
外
に
、
そ
の

町
の
人
た
ち
が
気
付
か
な
い
町
の
良
い
と
こ
ろ

を
教
え
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
く
れ

る
応
援
団
が
い
る
こ
と
で
す
。
 

　
西
会
津
町
で
も
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
特
産
物
と

し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
愛
媛
県
の
今
治
市
で
は
、
昭
和
　
年
か
ら

学
校
給
食
に
地
元
産
の
有
機
野
菜
を
使
う
こ
と

に
徹
底
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

学
校
給
食
の
パ
ン
の
材
料
と
な
る
小
麦
も
有
機

栽
培
で
つ
く
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
治
市
で
は
、
小
麦
栽
 

培
や
そ
の
流
通
に
係
る
新
規
産
業
が
創
出
さ
れ
、
 

町
が
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
地
域
特
性
へ
の
こ
だ
わ
り
を
も
っ
 

た
ま
ち
づ
く
り
が
元
気
な
町
へ
と
つ
な
が
る
の
 

で
す
。
 

を
図
る
教
室
で
す
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
腕
の
筋
力
が
ア
ッ
プ
し
、
 

ス
コ
ッ
プ
使
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

た
」
「
背
筋
を
伸
ば
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
 

た
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
ウ
ォ
 

ー
キ
ン
グ
教
室
は
、
週
１
回
、
５
〜
６
㎞
歩
く
 

教
室
で
す
が
、
風
の
に
お
い
や
風
の
音
を
感
じ
 

て
歩
く
楽
し
さ
や
喜
び
を
伝
え
な
が
ら
開
催
し
 

て
い
ま
す
。
 

　
今
ま
で
、
運
動
嫌
い
だ
っ
た
方
が
、
積
極
的
 

に
運
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
の
健
康
イ
ベ
ン
 

ト
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た
。
 

　
今
後
も
、
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
た
健
康
づ
 

く
り
を
進
め
、
町
民
の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

        「
運
動
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
」
 

　
鹿
追
町
で
は
、
運
動
・
遊
び
を
取
り
入
れ
た
 

健
康
づ
く
り
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
対
策
と
し
て
、
平
成
 

　
年
か
ら
シ
ル
バ
ー
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
　
歳
以
上
の
町
民
を
対

象
に
転
倒
予
防
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
教

室
で
、
イ
ス
に
座
っ
た
状
態
で
、
ダ
ン
ベ
ル
や

砂
袋
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ
 

         最
近
の
社
会
福
祉
の
動
向
　
 

　
現
在
、
　
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
全
国
で
 

約
１
　
０
０
０
万
人
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に

は
現
在
の
倍
の
２
　
０
０
０
万
人
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
医
療
費
の
増
加

も
予
想
さ
れ
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
適
切
な
食

生
活
、
運
動
、
禁
煙
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣

病
予
防
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
予
防
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ガ
ン
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
積
極
的
 

に
検
診
を
受
診
す
る
意
識
の
向
上
や
全
国
統
一
 

的
な
検
診
レ
ベ
ル
と
す
る
た
め
に
、
ガ
ン
対
策
 

基
本
法
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
病
院
で
最
期
を
迎
え
る
よ
り
も
自
宅
 

で
最
期
を
迎
え
る
よ
う
に
、
終
末
医
療
の
在
り
 

方
を
考
え
直
し
、
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
た
 

在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
 

ま
す
。
 

　
障
が
い
者
福
祉
に
関
し
て
は
、
従
来
の
障
が
 

い
者
を
大
事
に
す
る
ば
か
り
の
福
祉
一
辺
倒
の
 

施
策
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
や
障
が
い
 

者
自
立
支
援
法
の
制
定
な
ど
、
障
が
い
者
が
地
 

域
の
中
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
や
働

け
る
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
障
が
い
者
を
側
面

か
ら
支
援
す
る
施
策
へ
と
転
換
し
て
き
て
い
ま

す
。
 

58

60

10

12

75

,

,

　全会津の市町村で構成する会津総合開発協議会 
が中心になり、国土交通省に要望していた「会津 
ナンバー」の新設が認められ、１０月１０日に誕 
生しました。 
 　｢会津ナンバー」の新設は、全会津の地域振興、 
「観光あいづ」の全国への情報発信・ＰＲを目的 
に、根強い要望活動が行われ、実現しました。 
　１０月１０日以降、新規に登録される会津地域 
の車両はすべて会津ナンバーになるほか、｢福島｣ 
から「会津」ナンバーへの切り替えも可能です。 
「会津」アピールのため、ぜひ検討ください。 
【問い合わせ先】普通車：福島運輸支局 
　　　　　　　　　　050－5540－2015（福島市） 
　　　　　　　　軽自動車：軽自動車検査協会 
　　　　　　　　　　024－546－3222（福島市） 

誕生「会津ナンバー」 
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依存財源 
76.8％ 

自主財源 
23.2％ 

地方交付税 
27億7,466万8千円 

（47.8％） 

町債 
5億7,570万円 
（9.9％） 

県支出金 
4億7,327万6千円 

（8.2％） 

国庫支出金 
3億4,9834,983万6千円千円 
（6.0％） 

町税 
6億2,2102,210万4千円千円 
（10.7％） 

繰入金 
3億1,033万8千円 
（5.3％） 

歳入総額 
58億1,010万3千円 

その他 
1億1,038万円 
（1.9％） 

依存財源 
76.8％ 

自主財源 
23.2％ 

地方交付税 
27億7,466万8千円 

（47.8％） 

町債 
5億7,570万円 
（9.9％） 

県支出金 
4億7,327万6千円 

（8.2％） 

国庫支出金 
3億4,983万6千円 
（6.0％） 

地方譲与税 
1億4,964万4千円 

（2.6％） 

その他 
1億3,653万5千円 

（2.3％） 

町税 
6億2,210万4千円 
（10.7％） 

繰入金 
3億1,033万8千円 
（5.3％） 

使用料及び手数料 
1億5,527万3千円 

（2.7％） 

繰越金 
1億5,234万9千円 

（2.6％） 歳 入  

              　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
　
億
１
　
０
１
０
万

３
千
円
、
歳
出
総
額
　
億
５
　
６
６

１
万
８
千
円
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
額
は
１
億
５
　
 

３
４
８
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
 

し
た
。
こ
の
中
に
は
、
平
成
　
年
度
 

         に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業
で
平
成
 

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
に
か
か
る

財
源
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の

額
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億

５
　
３
０
１
万
６
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金（
１
億
４　
５
０
２
万
１
千
円
）
 

や
財
政
調
整
基
金
（
町
の
貯
金
）
か

ら
の
取
り
崩
し
（
１
億
５
　
２
８
５

万
２
千
円
）
を
除
い
た
実
質
単
年
度

収
支
は
１
億
４
　
４
８
５
万
７
千
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
大
雪
の
た
め
除
雪
費
が
 

か
さ
ん
だ
こ
と
や
、燃
料
費
の
高
騰
、
 

下
水
道
事
業
や
介
護
保
険
な
ど
の
特
 

別
会
計
へ
の
繰
出
金
増
な
ど
の
理
由
 

に
よ
る
も
の
で
す
。
 

  歳
　
入
 

　
平
成
　
年
度
の
歳
入
は
、
平
成
 

年
度
に
比
べ
て
２
億
４
　
５
３
２
万

６
千
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
理
由
は
繰
入
金
や
町
債（
借
入
金
）
 

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
繰
入
金
は
前
年
度
に
比
べ
、
商
業
 

   団
地
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
３
 

５
０
０
万
円
少
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
 

公
債
費
（
借
入
金
返
済
金
）
の
減
少
 

や
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
支
 

出
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
各
 

種
基
金
（
貯
金
）
な
ど
か
ら
の
繰
入
 

が
２
億
１
５
６
万
４
千
円
少
な
く
な
 

り
ま
し
た
。
 

　
町
債
は
臨
時
財
政
対
策
債（
※
１
）
 

の
減
（
６
　
０
７
０
万
円
）
や
減
税
 

補
て
ん
債
の
減（
９
　
４
７
０
万
円
）
 

（
※
２
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
 

税
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
　
５
４
０
 

万
４
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
内
 

訳
は
個
人
町
民
税
で
５
０
４
万
円
の
 

減
、
法
人
町
民
税
で
１
１
０
万
円
の
 

減
、
固
定
資
産
税
で
７
８
６
万
円
の
 

減
、
た
ば
こ
税
で
１
５
７
万
円
の
減
 

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 （
※
１
）
 

　
地
方
交
付
税
の
代
替
措
置
と
し
て
 

　
借
入
れ
の
で
き
る
お
金
。
返
済
に
 

　
要
す
る
経
費
は
全
額
地
方
交
付
税
 

　
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
 

（
※
２
）
 

　
平
成
　
年
度
は
制
度
に
よ
り
借
換
 

　
え
を
行
な
っ
た
た
め
、
平
成
　
年
 

　
度
は
借
入
額
及
び
償
還
額
が
そ
れ
 

　
ぞ
れ
９
　
４
７
０
万
円
減
と
な
り
 

　
ま
し
た
。
 

平成17年度 
決算 

17

1818

16,

17

17
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56 ,

,
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,

,

,

,

,

,

,

,

,

１
億
５
　
３
４
８
万
５
千
円
 

の
黒
字
 

実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字
 

町税全体　　　　　７１,９６１円 

 

直接納めていただいた額 

（個人町民税・固定資産税） 

　　　　　　　　　４４,４４４円 

,
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歳出総額 
56億5,661万8千円 

扶助費 
1億3,669万8千円 

（2.4％） 

その他 
3億6,7866,786万円万円 
（6.5％） 

義務的経費 
37.8％ 

一般的経費 
44.3％ 

投資的経費 
17.9％ 

人件費 
10億4,069万3千円 

（18.4％） 

公債費 
9億6,3276,327万9千円千円 
（17.0％） 

普通建設事業 
7億8,327万5千円 
（13.8％） 

災害復旧事業災害復旧事業 
2億3,0573,057万円万円 
（4.14.1％）％） 

物件費 
9億5,7045,704万5千円千円 
（16.9％） 

繰出金 
6億3,0233,023万3千円千円 
（11.1％） 

補助費等 
5億4,696万5千円 

（9.7％） 

その他 
3億6,786万円 
（6.5％） 

義務的経費 
37.8％ 

一般的経費 
44.3％ 

投資的経費 
17.9％ 

人件費 
10億4,069万3千円 

（18.4％） 

公債費 
9億6,327万9千円 
（17.0％） 

普通建設事業 
7億8,327万5千円 
（13.8％） 

災害復旧事業 
2億3,057万円 
（4.1％） 

物件費 
9億5,704万5千円 
（16.9％） 

繰出金 
6億3,023万3千円 
（11.1％） 

補助費等 
5億4,696万5千円 

（9.7％） 

歳 出  

 歳
　
出
 

　
平
成
　
年
度
の
歳
出
は
、
平
成
 

年
度
と
比
べ
て
２
億
４
　
６
４
６
万

２
千
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
目

的
別
に
み
て
み
る
と
、
増
加
し
た
主

な
も
の
は
、
災
害
復
旧
費
が
平
成
 

年
度
及
び
　
年
度
に
発
生
し
た
災
害

に
よ
り
３
　
３
４
０
万
５
千
円（
　
 

９
％
）
、
民
生
費
が
介
護
老
人
保
健

施
設
特
別
会
計
や
老
人
保
健
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
１

７
７
９
万
５
千
円
（
２
　
２
％
）
、
 

消
防
費
が
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

や
徳
沢
消
防
ポ
ン
プ
車
庫
移
転
工
事

な
ど
に
よ
り
１
　
７
９
７
万
８
千
円

（
８
　
１
％
）
な
ど
で
す
。
減
少
の

主
な
も
の
は
、
公
債
費
が
償
還
金
の

減
に
よ
り
１
億
７
　
４
１
２
万
４
千

円
（
　
　
３
％
）
、
衛
生
費
が
在
宅
 

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
購
入
費
や
高
齢

者
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
整
備
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
６

６
２
３
万
１
千
円（
　
　
０
％
）、
土

木
費
は
、
除
雪
費
は
増
え
た
も
の
の

町
道
改
良
工
事
や
河
川
改
修
工
事
の

減
な
ど
に
よ
り
２
　７
２
０
万
円（
３
 

３
％
）、商
工
費
が
商
業
団
地
特
別
会

計
繰
出
金
（
商
業
団
地
ア
ー
ケ
ー
ド

整
備
事
業
）
の
減
な
ど
に
よ
り
２
　

０
６
７
万
４
千
円
（
　
　
１
％
）
な

ど
で
す
。
 

　
ま
た
支
出
を
性
質
別
に
み
て
み
る
 

と
、
義
務
的
経
費
は
１
億
４
　
３
７
 

９
万
４
千
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
こ
れ
は
公
債
費
の
減
に
よ
る
も
 

の
で
す
。
投
資
的
経
費
は
、
災
害
復
 

旧
費
は
増
加
し
た
も
の
の
普
通
建
設
 

事
業
の
減
少
に
よ
り
６
８
１
万
円
の
 

減
と
な
り
ま
し
た
。一
般
的
経
費
は
、
 

繰
出
金
は
４
　
０
９
７
万
５
千
円
増
 

え
た
も
の
の
、
物
件
費
５
　
２
７
７
 

万
５
千
円
、
補
助
費
等
３
　
２
５
２
 

万
５
千
円
の
減
な
ど
に
よ
り
９
　
５
 

８
５
万
８
千
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

  財
政
指
数
の
状
況
 

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
 

比
率
は
　
　
８
％
と
な
り
、
３
　
７
 

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
 

歳
入
で
は
臨
時
財
政
対
策
債
が
６
　
 

０
７
０
万
円
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
 

歳
出
で
は
特
別
会
計
繰
出
金
の
増
な
 

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
一
般
会
計
の
公
債
費
償
還
金
（
借

入
返
済
金
）
の
割
合
を
表
す
起
債
制

限
比
率
は
　
　
０
％
で
前
年
度
よ
り
 

０
　
２
ポ
イ
ン
ト
少
な
く
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
今
年
度
か
ら
新
た
な
指
標
と
し
て
 

実
質
公
債
費
比
率
が
加
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
特
別
会
計
を
含
め
た
町
全
体
 

の
公
債
費
償
還
金
の
占
め
る
割
合
で
 

す
。
今
ま
で
町
債
を
借
り
る
場
合
は
 

必
ず
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
し
た
 

が
、
地
方
分
権
に
よ
り
実
質
公
債
費
 

比
率
が
　
％
未
満
の
団
体
は
同
意
に

よ
り
、
　
％
以
上
の
団
体
は
今
ま
で

ど
お
り
県
知
事
の
許
可
に
よ
り
起
債

の
借
入
れ
が
出
来
る
よ
う
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
は
　
　
５
％
の
た
め

許
可
団
体
と
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で

と
同
様
の
手
続
に
よ
り
借
入
れ
は
で

き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
事
業
に
支

障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
指
数
が
　
％
を
越
え
た
理
 

由
は
、
町
の
重
点
施
策
と
し
て
上
水
 

道
･
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
 

工
事
を
行
な
う
た
め
に
借
り
た
借
入
 

れ
の
返
済
金
を
一
般
会
計
か
ら
繰
出
 

し
て
い
る
た
め
で
す
。
 

　
今
後
の
町
の
財
政
運
営
は
、
地
方
 

交
付
税
の
削
減
や
長
引
く
景
気
低
迷
 

に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
 

り
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
ま
す
も
の
と
 

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
全
体
の
 

意
識
を
変
え
て
今
ま
で
以
上
に
行
財
 

政
改
革
を
推
進
し
、
財
政
の
健
全
化
 

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

17

1616

17

,

,

,

,

,

,

,

,,

,.

.

,

91

,

13.29.

12
1818

18

.

20.

.

.

,
,

.

.

.
.15

16

議会費 

 

 

 

１０，１５５円 

総務費 

 

 

 

１３５，３６２円 

民生費 

 

 

 

９４，５４１円 

衛生費 

 

 

 

５１，１８６円 

農林水産業費 

 

 

 

５４，０５２円 

商工費 

 

 

 

５，８２２円 

土木費・災害復旧費 

 

 

 

１１８，５６８円 

消防費 

 

 

 

２７，８２１円 

教育費 

 

 

 

４５，２７２円 

公債費 

 

 

 

１１１，４２６円 
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議会費　８，７７９万３千円 
 
総務費　１１億７，０２１万３千円 
  ・移動通信用鉄塔施設 
　  整備工事（新郷・笹川地区） 
　　　　　　　　　９，９７８万円 
　・温泉施設管理業務委託料　　　３，３７０万円 
　・さゆり公園管理業務委託料　　３，１７１万円 
　・ケーブルテレビ運営事業費　　５，９１４万円 
　・生活バス運行事業費　　　　　４，５５０万円 
　・インターネット運営事業費　　２，４４２万円 
　・衆議院議員選挙費　　　　　　１，１７９万円 
 
民生費　８億１，７３１万３千円 
　・ボランティア活動推進事業補助金　２００万円 
　・出産祝金　　　　　　　　　　　　３００万円 
　・敬老祝金　　　　　　　　　　　　７３６万円 
　・保育所業務委託料　　　　１億５，７０８万円 
 
衛生費　４億４，２５０万７千円 
　・高齢者インフルエンザ予防接種事業　１，０６２万円 
　・各種検診委託料　　　　　　　４，２３８万円 
　・ごみ収集運搬委託料　　　　　３，４６６万円 
 
農林水産業費　４億６，７２８万円 
　・中山間地域等直接支払事業交付金　６，００５万円 
　・耐雪型パイプハウス 
　　整備事業（２０棟） 
　　　　　　　　　３，６３２万円 
　・ふるさと農道（柴崎平線） 
　　緊急整備事業　１，０７４万円 
　 
商工・労働費　５，１３０万８千円 
 
土木費　７億９，４４５万６千円 
　・除雪費　　　　　　　　　１億６，３０１万円 
　・町道整備事業（７路線）　　　４億７０４万円 
 
消防費　２億４，０５１万５千円 
　・消防施設設備整備事業　　　　４，５５２万円 
　（ポンプ自動車１・小型動力ポンプ２・貯水槽３・消火栓５・ホース乾燥塔１・消防ポンプ車庫１） 
 
教育費　３億９，１３８万４千円 
　・英語指導助手招致事業　　　　　　９５６万円 
　・放課後児童健全育成事業　　　　　１０６万円 
　・スクールバス運行費　　　　　４，９８０万円 
　 
災害復旧費　２億３，０５７万円 
　・農地農業用施設災害復旧工事　８，５５９万円 
　・林業施設災害復旧工事　　　　５，０８７万円 
　・道路河川災害復旧工事　　　　９，６３６万円 
 
公債費　９億６，３２７万９千円 

（単位：千円） 特別会計 

78 

5,524 

759 

1,130 

851 

2,506 

27,843 

45,980 

14,860 

15,876 

286 

4,737 

9,266 

△68,496

12,335 

4,101 

35,076 

196,942 

355,287 

44,605 

1,364,176 

938,011 

424,270 

728,548 

245,123 

103,555 

152,949 

264,997

12,413 

9,625 

35,835 

198,072 

356,138 

47,111 

1,392,019 

983,991 

439,130 

744,424 

245,409 

108,292 

162,215 

196,501

歳入総額 会　　計　　名 歳出総額 歳入歳出差引額 

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計 

農業集落排水処理事業特別会計 

個別集落排水処理事業特別会計 

老人保健特別会計 

 

 

介護保険特別会計 

介護老人保健施設特別会計 

簡易水道等事業特別会計 

国民健康保険 
特別会計 

事業勘定 

診療施設勘定 

水道事業会計 
収益的収支 

資本的収支 

主な財産の動きと所有状況（一般会計・特別会計） 

△ 3,150 

5,060 

0 

1,000 

 

△ 152,852 

6 

△ 996 

7 

9 

△ 7 

△ 2,794 

2,254 

0 

119 

△ 198 

198 

0 

△ 39 

1,631 

△ 1,631 

72 

△ 72 

△ 32,563 

0 

8

917,310 

78,280 

34,348 

228,887 

 

153,910 

13,123 

10,589 

17,564 

21,471 

0 

15,448 

22,991 

1,940 

33,041 

2,524 

7,426 

6 

8,019 

2,858 

1,142 

2,280 

720 

232,265 

0 

12,543

920,460 

73,220 

34,348 

227,887 

 

306,762 

13,117 

11,585 

17,557 

21,462 

7 

18,242 

20,737 

1,940 

32,922 

2,722 

7,228 

6 

8,058 

1,227 

2,773 

2,208 

792 

264,828 

0 

12,535

㎡ 

㎡ 

千円 

千円 

 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

㎡ 

千円 

千円 

千円 

千円 

頭 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

千円 

 

 

 

 

 

現　金 

現　金 

現　金 

現　金 

現　金 

現　金 

現　金 

土　地 

出資証券 

現　金 

貸付金 

現　金 

牛 

現　金 

貸付金 

現　金 

現　金 

乗車券及び定期券 

現　金 

現　金 

現　金 

区　　　　　分 17年度末残高 増　減 

土 地  

建 物  

有 価 証 券  

出 資 金  

財政調整基金 

減 債 基 金  

庁舎整備基金 

ふるさと振興基金 

生きがい福祉基金 

ふるさと水と土保全基金 

小中学校交流基金 

 

土地開発基金 

 

 
生活援助貸付基金

 

肉 用 牛 特 別  
導入事業基金 

高額療養費支払 
基金貸付基金  

徳沢・上野尻駅簡易
委託業務運用基金  

国民健康保険給費支払準備基金 

介護給付費準備基金 

下水道排水設備工事費貸付基金 

16年度末残高 単位 

基　金　名 区　分 17年度末残高 増　減 16年度末残高 単位 
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　　歳出総額　（Ａ） 

　５６５，６６２万円 

　　
人件費率　Ｂ／Ａ 

　　　　人件費　（Ｂ） 

　　１０９，４５１万円 

１７年度　１９.３５％
 

 

職員数（Ａ） 

１０９人 

給与費計（Ｂ） 

６４，７８２万円 

１人当たり給与費　Ｂ／Ａ 

５９５万円 

町
の
人
事
行
政 

　
運
営
等
の
状
況 
町
の
人
事
行
政 

　
運
営
等
の
状
況 

職員数など 

職員数の状況（平成１８年４月１日現在）　　　単位：人 

職員の採用及び退職の状況（平成１７年度）　　単位：人 

職員数 

１３２ 

　　２ 

　　２ 

１３６ 

職種 

一般行政職 

医療職 

技能労務職 

合計 

　町では、平成１６年度から業務の効率化、事務事業の見直 
しなどにより職員数を削減しています。 

※条例の定数は１６４人となっており、▲２８人になってい 
　ます。 

職種
 

 

一般行政職 

技能労務職 

合計 

採用
 

 

１ 

０ 

１ 

 

定年 

１ 

０ 

１ 

 

勧奨 

２ 

１ 

３ 

 

合計 

５ 

１ 

６ 

 

その他 

２ 

０ 

２ 

退　職 

課等別職員数（平成１８年４月１日現在）　　　単位：人 

課　等 

議会事務局 

まちづくり政策室 

総務税政 

町民情報 

健康福祉 

職員数 

３ 

５ 

２３ 

１３ 

３７ 

課　等 

経済振興 

地域整備 

出納室 

教　育 

 

合　計 

職員数 

２０ 

１８ 

２ 

１５ 

 

１３６ 

経験年数別・学歴別平均給与月額の状況 

（平成１８年４月１日現在） 

　高校卒（円） 

１９４，９００ 

２４２，１００ 

３００，２００ 

　大学卒（円） 

２４０，４２０ 

２９０，６００ 

３４１，５１４ 

経験年数 

１０年 

１５年 

２０年 

区分 

 

一般行政職 

初任給の状況　（平成１７年４月１日現在） 

※ラスパレス指数とは、国家公務員の給料を「１００」 

　とした場合の町職員の給与水準を示したものです。 

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。 

※平均給与月額とは、給料月額と扶養手当、住居手当等 

　の諸手当の額を合計したものです。 

　　　　区分 

 
一般行政職

 

 
技能労務職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

中学卒 

　初任給（円） 

１７０，２００ 

１３８，４００ 

１３５，６００ 

１２３，９００ 

　２年後（円） 

１８３，８００ 

１４８，０００ 

１４５，１００ 

１３１，５００ 

ラスパイレス指数　（各年度４月１日現在） 

　　年度 

平成１７年度 

平成１２年度 

西会津町 

９３．５ 

９７．４ 

全国平均 

９３．７ 

９６．２ 

職員の給与など 

平均給料月額など 

職員給与の状況　（一般会計決算） 

人件費　（一般会計決算） 

　　職種
 

 

一般行政職 

技能労務職 

　平均給料月額 

　　　　（円） 

３１３，６００ 

３０８，５００ 

　平均給与月額 

　　　　（円） 

３４６，８００ 

３５７，７００ 

平均年齢 

　　（歳） 

４０．９ 

４８．６ 
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　　　　　区分 
 
給料 
 
 
報酬 
 
 
 
期末 
手当 

 
町長 
助役 
収入役 
議長 
副議長 
議員 
町長 
助役 
収入役 
議長 
副議長 
議員 

給料月額等 
７３０，８００円 
６１４，０００円 
５８３，２００円 
２６６，０００円 
２１７，４００円 
１９５，５００円 

 
 

　６月期　　１．６０月 
１２月期　　１．７５月 
合　　計　　３．３５月 

年齢別職員構成の状況 

２０歳未満  

２０～２３歳 

２４～２７歳 

２８～３１歳 

３２～３５歳 

３６～３９歳 

　０人 

　１人 

　３人 

２７人 

１６人 

２０人 

４０～４３歳 

４４～４７歳 

４８～５１歳 

５２～５５歳 

５６～５９歳 

６０歳以上 

　　　　合計 

　１７人 

　１９人 

　１２人 

　１０人 

　１０人 

　　１人 

１３６人 

手当の状況 

◆期末・勤勉手当 

※職制上の段階等による加算措置として、役職加算で５ 

　～１５％加算されています。 

※年間４．４５月分が６月と１２月の２回に分けて支給 

　されています。 

※支給割合は、国と同様です。 

期末手当 

３．０月分 

勤勉手当 

１．４５月分 

１人当たり平均支給額（１７年度） 

　　　　　７５３，７２６円 

区分 

勤続２０年 

勤続２５年 

勤続３５年 

最高限度額 

自己都合 

２３．５０月分 

３３．５０月分 

４１．５０月分 

５９．２８月分 

勧奨・定年 

３０．５５月分 

４１．３４月分 

５９．２８月分 

５９．２８月分 

◆退職手当　（平成１８年４月１日現在） 

◆特殊勤務手当　（平成１８年４月１日現在） 

◆時間外手当　（平成１７年度決算） 

支給実績（１７年度。医師分は除く） 

手当支給職員の割合（１７年度） 

手当の種類 

４８８，０００円 

１４．３％ 

９ 

支給実績 

支給対象職員 

１人当たりの平均支給月額 

１７，９９８，６１１円 

１２１人 

１２，３９６円 

　　　内容及び支給単価 
配偶者　　　１３，０００円 
配偶者以外２人目まで 
　　　　　　　６，０００円 
配偶者以外３人目以降 
　　　　　　　５，０００円 
１６歳から２２歳までの子へ 
の加算措置　　５，０００円 

対象職員数 
 
 
 
７６人 

　平均支給月額 
 
 
 
２０，７５７円 

その他の手当 

 

 

 

 

◆扶養手当（月額） 

　　　内容及び支給単価 
借家（家賃９，５００円以上） 
上限　　　２７，０００円 
自家（新築・購入から５年間） 
　　　　　　　３，５００円 
自家（新築・購入から６年以後） 
　　　　　　　２，５００円 

対象職員数 
 
 
 
５４人 

平均支給月額 
 
 
 
６，８２１円 

◆住居手当（月額） 

　　　　内容及び支給単価 
交通機関利用の場合 
　　　　　　　　月額相当額 
自家用車利用の場合 
２３，０００円～４４，９００円 

対象職員数 
 

８８人 

平均支給月額 
 

６，８９５円 

◆通勤手当（月額） 

内容及び支給単価 
給料月額×７％～１０％ 

対象職員数 
１６人 

平均支給月額 
４９，７４４円 

◆管理職手当 

　内容及び支給単価は平成１８年４月１日現在。 
　対象職員数及び平均支給月額は、平成１７年度一般会計 
決算。 

内容及び支給単価 
１１月～３月まで５ヵ月支給 
７，３６０円～１７，８００円 

対象職員数 
１４０ 
　　人 

平均支給月額 

１６，０４２円 

◆寒冷地手当 

特別職の報酬等の状況　（平成１８年４月１日現在） 
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区　分
 

 

公務災害 

通勤災害 

合　計 

平成１７年度 

末未認定件数 

０ 

０ 

０ 

平成１７年度中認定状況 

公務上 

１ 

０ 

１ 

公務外 

０ 

０ 

０ 

取り下げ 

０ 

０ 

０ 

計 

１ 

０ 

１ 

勤務時間、その他の勤務条件の状況 福利厚生の状況 

勤務時間　（平成１８年４月１日現在） 

１週間の勤務時間 
４０時間 

１日の勤務時間 
８時間 

勤務体系 
通常 
窓口延長 
 

勤務体系 

　
通常
 

 

窓口延長 

　　　休息時間 

１２：００～１２：１５ 

１５：００～１５：１５ 

１４：００～１４：１５ 

１９：００～１９：１５ 

　　　休憩時間 

 
１２：１５～１３：００

 

 
１４：１５～１５：００ 

開始時刻 
　８：３０ 
１０：３０ 

終了時刻 
１７：１５ 
１９：１５ 

年次休暇の使用状況（平成１７年１月１日～１２月３１日） 

１人当たりの平均使用日数 ９．４日 

　区分 

男性職員 

女性職員 

　合計 

育児休業取得者数 

０人 

２人 

２人 

育児休業等の利用状況　（平成１７年度） 

分限及び懲戒処分の状況 

研修及び勤務成績の評定 

分限・懲戒処分の状況　（平成17年度）　単位：人 

区　分 

分　限 

懲　戒 

 

処　分 

休　職 

対　象 

　　２ 

　　０ 

　処分事由 

心身の故障 

 

職員の研修 

区分 

基本 

派遣 

　　　　研修場所 

　　　　町　役　場 

ふくしま自治研修センター 

電源地域振興センター 

　　　　　　　　　　合計 

受講者数（延べ） 

　　　７１２ 

　　　　１５ 

　　　　　２ 

　　　７２９ 

福利厚生の実施状況 
◆衛生管理 
　　職員の健康の保持増進を図るため、町職員衛生管理規 
　則（平成元年規則第５号）に基づき、総括衛生管理者、 
　衛生管理者、健康管理医等を選任するとともに、職員衛 
　生委員会を設置し、職員の衛生管理に努めています。 

◆健康診断の実施状況　（平成１７年度）　単位：人 

※個人で受診している者は除く。 

◆その他の事業 

公務災害の状況 

健康診断の種別 

生活習慣病検診 

子宮ガン検診 

乳ガン検診 

人間ドック 

　　受診率 

９０．６５％ 

３８．４６％ 

４４．４４％ 

７１．４３％ 

対象者数 

１３９ 

３９ 

３６ 

７ 

受診者 

１２６ 

１５ 

１６ 

５ 

事業名称 

健康相談
 

 

健康教室（４０代）
 

 

ウォーキング 

ストレッチ教室 

　　　事業概要 

健康管理医による心身の 

健康に関する相談 

健康な６０代を迎えられ 

るための意識の高揚 

運動不足の解消（月２回） 

筋力の向上 

実施人数（人） 

　　　
７４人

 

 

　　　
１２人

 

 

各回約１０人 

　　　２７人 

区　分 

公務災害 

通勤災害 

合　計 

平成１６年度末未認定件数 

０ 

０ 

０ 

平成１７年度末申請件数 

１ 

０ 

１ 
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　　　　　　インフルエンザの特徴 

流　　行　１１月～３月頃に流行 

感 染 力　強　　い 

主な症状　高熱（３８℃～４０℃） 

　　　　　悪寒、倦怠感、関節痛などの全身症状を伴う 

　　　　　鼻、のどなどに症状も出る 

経　　過　急激な高熱で発症 

合 併 症　肺炎・気管支炎、脳炎を起こすことが多い 

薄上冬花ちゃん 
（３町内・崇之） 

　
９
月
　
日
、
３
歳
児
４
名
を
対
象
に
健
 

康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、
虫
歯
の
な
い
子
 

は
２
名
で
し
た
。
 

中島悠ちゃん 
（上野尻・敏治） 

29

  ☆
主
な
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に
医
療
機
関
で
受
 

　
診
し
ま
し
ょ
う
 

☆
安
静
に
し
、
栄
養
の
 

　
あ
る
も
の
を
摂
る
 

☆
部
屋
を
暖
か
く
保
ち
 

　
湿
度
を
高
く
す
る
 

☆
よ
く
睡
眠
を
と
り
、
 

　
休
養
す
る
 

☆
水
分
を
多
く
と
り
、
 

　
脱
水
を
予
防
す
る
 

☆
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
 

　
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
 

　
注
意
す
る
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

  　
予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
防
止
 

や
重
症
化
防
止
に
有
効
で
す
。
予
防
接
種
は
流
 

行
す
る
前
に
受
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
 

ィ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
、
２
週
 

間
程
度
か
か
り
、
約
５
ヶ
月
間
は
持
続
し
ま
す
 

の
で
、
　
月
上
旬
の
間
に
１
〜
２
回
（
　
歳
以

下
は
原
則
２
回
、そ
れ
以
上
は
１
回
で
も
よ
い
）
 

受
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
町
で
は
満
　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
イ
ン
 

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
無
料
で
実
施
し
て
い
 

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
保
健
指
導
員
よ
り
配
布
 

さ
れ
た
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

        　
予
防
接
種
を
受
け
た
後
に
も
油
断
し
な
い
で
 

次
の
事
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
 

☆
十
分
な
栄
養
と
休
養
 

　
を
と
る
 

☆
で
き
る
だ
け
人
ご
み
 

　
を
避
け
る
 

☆
部
屋
の
換
気
を
１
時
 

　
間
に
１
回
は
行
な
う
 

　
（
加
湿
も
大
切
で
す
）
 

☆
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
 

☆
帰
宅
後
は
手
洗
い
・
 

　
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
 

  　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
 

ル
ス
に
感
染
し
て
発
症
す
る
感
染
症
で
す
。
ウ
 

ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
２
〜
３
日
間
く
ら
い
の
 

潜
伏
期
間
を
経
て
高
熱
な
ど
の
全
身
症
状
が
現
 

れ
ま
す
。
特
に
幼
児
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
肺
や
 

心
疾
患
、
糖
尿
病
等
の
慢
性
疾
患
を
も
っ
て
い
 

る
方
は
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
持
病
が
 

悪
化
し
や
す
い
た
め
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
 

12

65

12

47
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　９月２６日、町内の小学生による陸上競技大会が 
さゆり公園で行われ、１５０人の児童が参加しまし 
た。 
　開会式終了後、短距離走やソフトボール投げ、走 
り高跳びなどの競技で熱戦が繰り広げられ、自己記 
録の更新をめざし、日頃練習してきた成果を十分に 
発揮していました。 

　１０月１１日、行政相談員の山本義子さん（９町 
内２）が総務大臣表彰を受けられました。 
　山本さんは、行政相談員に委嘱された平成元年か 
ら多年にわたり、皆さんからの行政への苦情や意見 
を受けて、問題の解決などに尽力されており、その 
功績が認められて今回の表彰となりました。 

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
ク
 

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ー
ス
「
ラ
・
 

フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
」
 

が
、
　
月
　
日
に
本
町
に
や
っ
 

て
来
ま
し
た
。
 

　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
 

た
道
の
駅
よ
り
っ
せ
前
で
は
、
 

町
の
特
産
品
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

が
手
渡
さ
れ
、
レ
ー
ス
参
加
者
 

は
お
い
し
い
キ
ュ
ウ
リ
を
ほ
お
 

ば
り
な
が
ら
、
多
く
の
声
援
の
 

中
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
 

を
め
ざ
し
、
元
気
に
出
発
し
て
 

い
き
ま
し
た
。
 

　
９
月
　
日
、
秦
光
子
商
 

工
会
女
性
部
長
を
は
じ
め
 

と
す
る
役
員
４
名
が
町
長
 

室
を
訪
れ
、
商
工
会
女
性
 

部
の
設
立
　
周
年
の
記
念
 

事
業
と
し
て
、
に
し
あ
い
 

づ
福
祉
会
に
車
い
す
２
台
 

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
寄
付
の
あ
っ
た
車
い
す
 

は
、
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

に
お
い
て
、
施
設
利
用
者
 

の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
 

れ
ま
す
。
 

1015

10

25
40

　
　
月
　
日
、
西
会
津
理
 

容
師
会
創
立
　
周
年
を
祝
 

う
会
が
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
理
容
師
会
は
、
昭
和
 

年
の
発
足
以
来
、
半
世
紀
 

に
わ
た
り
活
動
さ
れ
て
き
 

ま
し
た
。
そ
の
間
、
高
齢
 

者
宅
へ
の
訪
問
散
髪
や
福
 

祉
施
設
へ
の
出
張
散
髪
な
 

ど
、
社
会
福
祉
事
業
に
も
 

協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
 

床
屋
さ
ん
と
し
て
が
ん
ば
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

50

31

16

10
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

独自の企画案を審査員に説明する生徒達 

会津大生から企画書作りの指導を受ける生徒達 

西
会
津
中
学
校
で
 

　
　
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」を
開
催
！
 

14

                   専
務
、
深
谷
哲
三
校
長
や
担
任
の
先
生
方
、
町
 

教
育
委
員
会
関
係
者
が
つ
と
め
ま
し
た
。
 

　
生
徒
達
は
、
軽
い
緊
張
感
を
覚
え
な
が
ら
も
 

堂
々
と
し
た
発
表
、
そ
し
て
、
鋭
く
切
り
込
む
 

質
問
に
対
し
て
も
適
確
に
答
え
る
な
ど
、
ア
ン
 

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
成
果
が
早
 

く
も
発
揮
さ
れ
る
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
書
で
際
立
っ
て
印
象
に
残
っ
た
 

点
は
、
ひ
ね
り
の
利
い
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
っ
 

た
こ
と
で
す
。
３
年
生
は
、
昨
年
度
に
ア
ン
ト
 

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
基
礎
的
な
学
習
を
 

経
て
今
回
の
授
業
に
臨
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
確
 

実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
企
画
に
な
っ
た
よ
う
 

で
す
。
 

　
２
月
に
は
、
２
年
生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ト
 

レ
プ
レ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
計
画
で
す
。
 

           の
社
長
と
専
務
を
迎
え
、
起
業
家
と
し
て
の
経
 

験
談
や
苦
労
話
を
交
え
な
が
ら
、
今
学
校
で
学
 

ん
で
い
る
授
業
の
大
切
さ
や
そ
の
意
義
を
懇
切
 

丁
寧
に
わ
か
り
易
く
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
 

　
そ
し
て
、
実
際
の
授
業
で
は
、
小
グ
ル
ー
プ
 

に
分
か
れ
、
仮
想
の
会
社
を
立
ち
上
げ
て
、
班
 

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
 

一
枚
の
模
造
紙
に
企
画
書
と
し
て
ま
と
め
る
作
 

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

　
生
徒
達
は
、
各
班
の
中
で
社
長
、
企
画
部
長
、
 

営
業
部
長
、
経
理
部
長
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
 

め
て
、
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
 

イ
デ
ィ
ア
が
飛
び
出
す
中
、
地
元
西
会
津
町
の
 

特
産
品
な
ど
特
徴
を
活
か
し
た
商
品
開
発
の
企
 

画
案
が
目
立
ち
ま
し
た
。
 

 プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
審
査
 

 　
２
日
目
は
、
前
日
に
引
続
き
企
画
書
を
ま
と
 

め
る
作
業
を
進
め
、
完
成
し
た
班
か
ら
審
査
員
 

の
目
の
前
で
、
成
果
の
発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
 

シ
ョ
ン
）
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
員
と
し
て
会

津
大
学
清
野
正
哉
助
教
授
、
㈱
神
楽
の
社
長
と
 

           ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
っ
て
何
？
 

 　
平
成
　
年
度
か
ら
経
済
産
業
省
東
北
経
済
産

業
局
の
支
援
を
受
け
、
会
津
大
学
清
野
正
哉
助

教
授
の
指
導
の
も
と
、
毎
年
西
会
津
中
学
生
を

対
象
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
わ
か
り
易
く
説
明
す
る
と

「
子
供
が
社
会
の
一
員
と
し
て
一
人
で
生
き
て

い
く
上
で
必
要
な
力
　
自
ら
考
え
行
動
し
、
問

題
を
解
決
し
て
い
け
る
開
拓
者
精
神
と
自
立
心

を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
」
と
言
え
ま
す
。
 

　
こ
の
教
育
は
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
 

必
須
教
科
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
実
践
さ
れ
て
 

お
り
、日
本
で
い
う「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
 

の
意
義
と
共
通
す
る
考
え
方
で
取
り
入
れ
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
は
、
必
ず
し
 

も
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
要
求
す
る
も
の
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
が
、
経
済
的
に
自
立
で
き
る
人
間
を
教
 

育
す
る
精
神
が
そ
の
根
幹
に
あ
り
ま
す
。
 

 ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
６
 

 　
本
年
度
最
初
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
ス
ク
ー
 

ル
は
、
講
師
陣
に
専
門
講
師
と
し
て
、
㈱
神
楽
 

西
会
津
中
学
校
で
 

　
　
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」を
開
催
！
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一回り大きくなりました！！ 

やってみると楽しいな～ 

我が家の 
　　パティシエ！ 

▲「入れー！！」 
 
 
シイタケって 
こうなっているんだ ▲

 

『
家
族
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
』通
学
学
習
 

    　
町
公
民
館
の
主
催
に
よ
り
、９
月
　
日（
水
）

か
ら
　
日
（
金
）
ま
で
の
２
泊
３
日
、
公
民
館

を
宿
舎
と
し
て「
通
学
合
宿
」を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
事
業
は
、
家
族
か
ら
離
れ
、
他
校
の
子
 

ど
も
た
ち
と
の
共
同
生
活
を
通
じ
、
協
調
性
や
 

連
帯
性
を
高
め
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
体
験
を
行
 

う
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。対
象
者
は
、
 

野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
・
新
郷
小
学
校
の
６
年

生
で
、
今
回
は
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
初
日
は
、
始
め
に
開
講
式
を
行
い
、
自
己
紹
 

介
や
班
長
や
料
理
長
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
 

ま
し
た
。
次
に
、
町
の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
 

養
教
室
が
開
か
れ
、
３
日
間
の
食
事
作
り
に
つ

い
て
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
大
切
さ
を
学
習
し

ま
し
た
。
 

   　
　
月
７
日
（
土
）
、
少
年
教
室
「
に
し
あ
い
 

づ
わ
ん
ぱ
く
塾
」「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
」
 

の
会
員
と
高
齢
者
学
級
「
歳
百
合
学
園
」
教
養
 

講
座
生
と
で
、世
代
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
少
年
教
室
の
会
員
は
、
初
め
に
長
桜
の
田
崎
 

眞
平
さ
ん
宅
に
お
い
て
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
 

と
森
林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
 

　
初
め
て
見
学
す
る
会
員
が
多
く
、
シ
イ
タ
ケ
 

が
発
生
し
て
い
る
様
子
に
感
動
し
な
が
ら
学
習
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

　
次
に
公
民
館
で
「
歳
百
合
学
園
」
講
座
生
と
 

少
年
教
室
の
会
員
が
、
森
林
か
ら
の
恵
で
あ
る
 

キ
ノ
コ
を
使
っ
た
料
理
、
ピ
ラ
フ
、
ス
ー
プ
な
 

ど
を
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
 

　
料
理
を
食
べ
た
後
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
、
児
童
と
高
齢
者
の
混
合
チ
 

ー
ム
を
結
成
し
、ゲ
ー
ム
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
 

　
普
段
交
流
の
少
な
い
児
童
と
高
齢
者
で
す
が
、
 

料
理
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
が
で
き
、
 

有
意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

員
元
気
に
各
学
校
に
登
校
し
ま
し
た
。
 

　
帰
宅
後
、
お
菓
子
作
り
サ
ー
ク
ル
の
ド
ル
チ

ェ
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、「
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
用
の
お
菓
子
作
り
を
し
ま

し
た
。
 

        　
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
感
想
発
 

表
が
行
わ
れ
、「
食
事
作
り
が
大
変
で
し
た
。」
 

「
今
度
ご
飯
作
り
を
手
伝
い
た
い
で
す
。」な
ど
 

の
家
族
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
今
後
は
家
族
の
 

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
感
想
が
多
く
 

聞
か
れ
ま
し
た
。
 

    　
早
速
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
に
夕
食
と
翌
日
の

朝
食
の
食
材
を
買
う
こ
と
か
ら
始
め
、
買
っ
て

き
た
材
料
を
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
一
生
懸

命
調
理
し
ま
し
た
。
 

               　
２
日
目
は
、
午
前
５
時
　
分
に
起
床
。
眠
い
 

目
を
こ
す
り
な
が
ら
公
民
館
の
掃
除
と
朝
食
作
 

り
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
で
朝
早
く
か
ら
起
き
 

て
朝
食
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
大
切
さ
 

を
実
感
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
慌
し
い
朝
で
し
 

た
が
元
気
に
各
小
学
校
へ
登
校
し
ま
し
た
。
 

　
帰
宅
後
、
宿
題
を
済
ま
せ
初
日
と
同
じ
よ
う
 

に
買
出
し
と
食
事
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
夕
食

の
後
片
付
け
終
了
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

参
加
者
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

　
３
日
目
も
朝
早
く
か
ら
掃
除
と
朝
食
作
り
を
 

行
い
ま
し
た
。
３
日
目
と
も
な
る
と
疲
れ
て
き
 

『
家
族
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
』通
学
学
習
 

10

50

27
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29

さ
　
ゆ
　
り
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みんなの広場 みんなの広場 
二
瓶
　
和
恵
 

　
　
〔
橋
　
屋
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
今
月
は
、
奥
川
小
学
校
５
年
生
の
齋
藤
和
成
く
ん
（
梨
平
）
に
お
薦 

め
の
一
冊
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「『
い
え
で
で
　
で
ん
し
ゃ
は
　
こ
し
ょ
う
ち
ゅ
う
？（
あ
さ
の
あ
つ 

こ
作
・
新
日
本
出
版
社
）
読
ん
で
い
る
と
お
話
の
中
に
引
き
込
ま
れ
る 

の
で
特
に
読
書
が
苦
手
な
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
』
　 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と 

　
「
家
出
を
し
た
さ
く
ら
子
さ
ん
と
け
い
す
け
く
ん
が
、
電
車
に
乗
っ 

て
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
冒
険
に
出
か
け
る
空
想
の
物
語
で
す
。 

　
け
い
す
け
く
ん
が
さ
く
ら
子
さ
ん
の
誕
生
日
に
作
っ
て
あ
げ
た
ケ
ー 

キ
を
持
っ
て
、『
い
え
で
で
で
ん
し
ゃ
』
に
乗
っ
て
戦
争
の
国
に
行
き
ま 

す
。
戦
争
で
町
を
破
壊
す
る
悪
い
戦
闘
機
が
、
け
い
す
け
く
ん
の
作
っ 

た
巨
大
化
し
た
ケ
ー
キ
に
つ
っ
こ
ん
で
し
ま
う
場
面
は
と
て
も
お
も
し 

ろ
か
っ
た
で
す
。
」 

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
「
戦
争
の
絶
え
な
い
地
球
が
嫌
に
な
り
、『
い
え
で
で
で
ん
し
ゃ
』
が 

宇
宙
に
家
出
し
、
い
ろ
い
ろ
な 

場
所
を
冒
険
し
て
最
後
に
地
球 

に
戻
っ
た
と
き
に
、「
や
っ
ぱ
り 

地
球
が
一
番
」
と
言
い
ま
す
。 

　
こ
の
本
を
読
ん
で
、
僕
た
ち 

は
地
球
に
住
む
人
間
と
し
て
、 

平
和
や
環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ
な 

問
題
に
つ
い
て
考
え
、
地
球
を 

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い 

ま
し
た
。
」 

と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　荒海　享俊さん（10月号） 
◆　メッセージ　◆ 
　サービス店会のお仕事、ご苦労 
様です。孤軍奮闘、雑用の波に流 
されぬようがんばってください。 

あなたの趣味は？ 
　手芸 
 
あなたの特技は？ 
　和裁 
 
熱中していることは？ 
　クロスワードパズル 
 
あなたのモットーは？ 
　時間にルーズにならない 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　熱しやすく、さめやすい 

これからやってみたいことは？ 
　国内の名所巡りをしてみた 
い 
 
最近感動したことは？ 
　娘が所属する中学校のソフ 
トボール部の県大会出場が決 
定したこと。生徒たちの努力 
と指導者のおかげだと思いま 
す。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｋさん（戸中） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
和
裁
を
習
っ
て
い
た
と
き
に
使
用
し
て
 

　
い
た
コ
テ
と
ぶ
ん
ち
ん
』
　
 

　
「
先
生
の
家
に
住
み
込
み
で
現
代
版
「
お
 

　
　
し
ん
」
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
得
た
 

　
　
資
格
で
す
。
今
思
え
ば
、
あ
の
頃
が
一
 

　
　
番
楽
し
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」
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家
屋
を
新
築
ま
た
は
取
り
壊
し
た

場
合
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

■
新
築
・
増
築
し
た
場
合
 

　
　
平
成
　
年
１
月
２
日
以
降
に
家
 

　
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
方
で
、
 

　
ま
だ
家
屋
調
査
を
受
け
て
い
な
い
 

　
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
申
告
 

　
も
必
要
で
す
。
 

■
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
 

　
　
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
に
は
、
 

　
「
滅
失
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

※
「
滅
失
申
告
書
」
が
提
出
さ
れ
な
 

　
い
と
、
次
年
度
以
降
も
固
定
資
産
 

　
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
 

　
す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

   　
最
近
、
飲
酒
・
酒
気
帯
び
運
転
等
 

に
よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
 

す
。
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転
者
は
 

飲
酒
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
 

こ
と
、
運
転
者
に
は
お
酒
を
勧
め
な
 

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
飲
酒
運
 

転
は
、
そ
の
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
 

同
乗
者
や
飲
酒
を
勧
め
た
人
に
も
責
 

任
が
及
び
ま
す
の
で
、
絶
対
に
飲
酒
 

運
転
は
し
な
い
よ
う
、
さ
せ
な
い
よ
 

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
死
亡
事
故
の
減
少
を
め
ざ
 

し
、
特
に
着
用
率
の
低
い
後
部
座
席
 

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
も
心
が
け
 

ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
５
 

   　
喜
多
方
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
 

説
明
会
と
個
人
事
業
者
の
青
色
申
告
 

決
算
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
 

ま
す
。
 

　
関
係
す
る
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
税
 

務
署
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
年
末
調
整
説
明
会
 

　
◆
日
時
　
　
月
　
日
（
月
）
 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
◆
場
所
　
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

■
青
色
申
告
決
算
説
明
会
 

　
◆
日
時
　
　
月
４
日
（
月
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
〜
 

　
◆
場
所
　
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
税
務
署
調
査
部
門
 

　
　
０
２
４
１
―
　
―
５
０
５
６
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
５
７
 

   　
　
月
は
「
年
金
月
間
」
で
す
。
 

　
会
津
若
松
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
 

国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
を
次
の
と
 

お
り
お
受
け
し
ま
す
。
 

◆
日
時
　
　
月
　
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
か
ら
 

　
　
　
　
　
午
後
６
時
　
分
ま
で
 

◆
場
所
　
町
公
民
館
小
ホ
ー
ル
 

◆
相
談
受
付
内
容
 

　
・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
入
相
談
 

　
・
年
金
給
付
に
関
す
る
相
談
 

　
・
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
 

　
　
加
入
期
間
の
確
認
（
午
後
５
時
 

　
　
　
分
ま
で
）
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
社
会
保
険
事
務
所
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
６
９
５
１
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
９
５
２
 

   　
　
月
１
日
付
け
で
平
野
茂
穂
さ
ん

（
上
野
尻
）と
猪
俣
ナ
ヲ
子
さ
ん（
道
 

目
）
が
新
し
く
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
の
 

推
薦
で
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
 

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
な
が
 

ら
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
な
ど
の
被
 

害
を
調
査
し
、
被
害
者
の
救
済
を
図
 

り
ま
す
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
 

ら
れ
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

               ※
前
任
者
の
薄
上
幸
一
さ
ん
（
３
町
 

　
内
）と
伊
藤
岩
雄
さ
ん（
塩
）
は
、
 

　
任
期
満
了
と
な
っ
た
９
月
　
日
を
 

　
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

10

30 猪俣ナヲ子さん 
（道　目） 

平野　茂穂さん 
（上野尻） 
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橋谷田　利喜夫（78）　東　　　父　　１町内 
渡　部　正　二（93）哲　夫　　父　　３町内 
岩　藤　　　明（52）アサ子　　子　　9町内1 
須　藤　常　作（83）一　男　　父　　安　座 
長谷川　ミヨシ（90）一　広　　祖母　　松　尾 
斎　藤　美佐江（44）広　市　　妻　　尾　登 
長谷川　　　清（81）紀　男　　父　　下野尻 
佐　藤　正　義（67）正　美　　父　　徳　沢 
鈴　木　庄　司（79）一　男　　父　　滑　沢 
矢　部　好　栄（82）一　男　　父　　宮　野 
小　椋　安　光（81）福　雄　　父　　弥　生 

人　口　　８，５７９人　　　－１６人 
　男　　　４，１２２人　　　－１６人 
　女　　　４，４５７人　　　±　０人 
世　帯　　２，９４２世帯　　－　２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

茂　木　柚　妃ちゃん　純平・綾子　　７町内 

折　笠　遥　南ちゃん　文信・みゆき　西林東 

長谷川　花　奈ちゃん　竹雄・いづみ　下野尻 

き ゆず 

な はる 

な かん 

◆日時　11月 7日（火） 

　　　　　　27日（月） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

11月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第３期  
○国民健康保険税第４期 
○介護保険料第６期 

11月10日（金） 納期限 

11月30日（木） 納期限 

県立喜多方病院  

渡 邉 小 児 科医院  

わかまつインターベンションクリニック 

いとう子どもクリニック 

えんどうクリニック 

小 野 病 院  

あきもと整形外科クリニック 

鈴木内科消化器科クリニック 

森 田 小 児 科 医院  

高 村 整 形 外 科  

有 隣 病 院  

い と う 眼 科  

二 瓶 ク リ ニック  

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

穴沢耳鼻咽喉科医院 

佐藤整形外科医院 

佐 原 病 院  

猪 俣 医 院  

丸山内科小児科医院 

さとう小児科医院 

佐 瀬 皮 膚 科医院  

県 立 喜 多 方病院  

入 澤 病 院  

あかぎ内科消化器科医院 

0241（22）2181 

0241（22）3133 

0242（32）1558 

0242（27）4601 

0242（33）0700 

0241（22）0414 

0241（21）1515 

0242（33）6100 

0242（27）7686 

0242（28）3319 

0241（24）5021 

0241（22）5900 

0242（58）3885 

0242（25）5515 

0242（29）0033 

0242（83）1155 

0241（22）5321 

0241（22）0264 

0242（27）5553 

0242（24）0830 

0242（33）1122 

0241（22）2181 

0241（22）0267 

0242（83）0303

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

会津坂下町 

○西会津診療所（内科）～　午後休診 
　　　　　　　　　　　　土曜診療休診 
○奥川診療所　　　　～　休診 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

斉 藤 歯 科 医 院  
小 山 歯 科  
猪 俣 歯 科 医 院  
栗 城 宏 昌 歯 科  
大塚歯科クリニック 
桑 原 歯 科  
斎 藤 歯 科 医 院  
飯寺ファミリー歯科クリニック 
小 久 保 歯 科 医院  
こ し ば 歯 科  

0242（66）2341 
0242（28）0180 
0242（83）3100 
0242（28）4350 
0241（21）1188 
0242（26）4023 
0241（27）7711 
0242（27）0648 
0242（83）2421 
0242（27）4374

12 
（日） 

19 
（日） 

23 
（木） 

26 
（日） 

12/3 
（日） 

19 
（日） 

23 
（木） 

26 
（日） 

12/3 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

12 
（日） 

◆期日前投票◆ 
　投票日に仕事や何らかの用事で投票区以外へ出か 
ける場合は、１１月１１日（土）まで役場前キャッ 
シュコーナーわきの「期日前投票所」で期日前投票 
をすることができます。 

福島県知事選挙 
１１月１２日は 
 
 
 
　　　の投票日です 


